
、



☆グラフを書けるときはまず書く. l : y = x + b とおいてもいいが、
→ 情報を可視化して整理 （→前回の初見動画）→これもう7

変数増えるので、 ここではy y=がzx 嗹派頁きIの直線として立式する
方法を紹介

l . . y_（d-za）=X-a とおける。；事爀
尺 ×

|整
理に
は""

いま、
共有点の個数が-2X= X+a'-3a

が-3×-93+39=0- _ - E = 実 数 解 xの個数
い） Sはどんな点か？ は異なる3実数解をもち、

→ PとQの中点 PとQのx座標をP.8とおくと
→ これらの情報を.Rの座標から 解と係数の関係より

Sの×座標考えればok . p t f t h e = 0・
→ lをおいて、連立して解と係数n = が-9

p t q - _ - a関係 m e .



となるので、 Sの X座標は

MGI=-E である。

ipit:y-_-Eta'sa
= d - E a を得る。

よってSの座標は（

!

籅、 式でいく.
y=×3-2XとlがRを含む異なる3点

12） 9のとりうる値一一の範囲を考える で交わるaの必要十分条件を求める。
どの条件を考えればいいか？
aを動かしていくと、3点で交わらな それはつまり、Dが異なる3つの実数解
くなって設定に適さないことが Xを持つ9の条件と同値。
わかる。→ 3点で交わる条件を求める → I I I E L？？



それはつまり、Dがat_eRe_T.is異なる3つの
実数解Xを持っaの条件と同値。 ド
""

a > 0すでにX=aは確定してる .
a o l . l a

が〇
① ←→（X-a）は+9×+92-3）=o

⇒ 1<9<=-2 を得る。
なので、 X 4 a x t に 3 = 0 が 、

よって、求める軌跡上の点を（X,Y）と籃が鬱影懸熱等 おくと、 1A2B良問

" #

これで必要十分. fx-_-E 軌跡の極意
f（かが a×+が3 |Y=d.I a を満たすaが存在する
とおくと、

1 < a < 2

D=が4は3）>0 .逋× 的ににがIにD|軸：-
E<9

1 く - 2 × < 2
H a） = 3に 3 > 0 ，⇒|Y=-8×3+7X

- 1 < X < - I s軌跡の式



となるので、求める軌跡は
y . -8×3+7×（-1<11<-4）ー ー ， と な る 。 a → 1 のときSax座標は

#

へ

a"などで妥当
※！；

" "結果から、

1 1

-

が呂が左へ - 1 へ

は 近づく。\Rが右へ
また、9→1のときPの×座標は
ここに近づく。じか
→ これで面積計算できる.

"：：：：
氎！：：：：'
鱥
篚！：：..fini
N fいたかーは、

""

として計算わ か ら ん .
+
［Y（-8が+7サー
（x-2）Idx×座標はーい

#

？

-E→-1？



=［f×4-I×2+2×［
+

［-21/+3×2+211
］沛

=f（1-16）-III-4）+2（-1+2）
-21が）+3（がり+2だい）

=-F+f+2+E- f+ I
=も わかりやすい

•

斅？が
蟵！！；
_！！爨
壞：：驫
ー /

平行線でPQが通過する面積の半分に

（カヴァりエリの原理）


